
アイデア創発① 

 通番 区分 テーマ ねらい・概要 スライ

ド 

使用教

材 

１ Ⅰ･Ⅱ   課題設定に関係する「アイデ

ア創発」について 6時間のプ

ログラムを用意している。実

際にワークを通してアイデア

をだす方法を多く身につけ、

実際にアイデア出しを体験す

る 

    

 

時間 スライド ファシリテーション・生徒の活動・留意点など 

  

  

  

  

  

  

  

  

10 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  

  

  

  

アイデアを発想するために、必要なトレーニングやマイ

ンドセットを学ぶことによって、質の高いアイデアが数

多くでるようなプログラムを体験する 

  

普段、学校で行われている教科学習について、考える。 

あらかじめ「正答」が用意されていて、それを求めるこ

とが主な目標 

このような「具体」に絞り込む学びも大切ではあるが、

自分で問いを見つけ、その解決方法考える学びがあるこ

とを理解させる。 

 ここで必要になるものは普段の方向性とは逆で、「具

体」から「抽象」に拡散した思考方法を身につける 

  

  

  

  

問い作りのワークとして、「アイデア創発のプログラ

ム」に従って系統的に「アイデア」を発想する方法を学

ぶ 

  

 問いづくりの原理について考えてみる 

  

自分の立ち位置と目指すべき場所がはっきりすることに

より、そのギャップ（課題）がはっきり見えてくる。 



  

  

  

 20

分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

30 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 
  

   

これから起きる未来の問題を解決していくには、これま

で起きたことのない想定外の問題を解決していく力が求

められる。この力は過去のことを学ぶ「知識」ではな

く、新たなものを創っていく「創造力」が大切になる 

  

  

  

  

  

  

  

歴史的に振り返ってみると生き延びてきた生物は「強

い」ものではない、変化に対応できたもの。人間が変化

に対応していくために最も重要な力が「創造力」 

  

  

  

  

  

  

  

   

  

  

「未来創造」の授業ではこの「創造力」を伸長すること

に焦点を当てた学習プログラムであることを理解させる 

  

「創造力」を構成する３つのカテゴリーの中のひとつ

が、「課題発見力」課題を発見するために、日常の生活

の中から「課題」を探し、アイデアを創発する方法につ

いて学ぶ 

  

 基本は日常の生活の中から常に常識に流されることな

く「なぜ」という気持ちで批判的に物事を観察して、多

面的なものの見方を身につけること 

  

ワーク 

「たんぽぽ」をできるだけ詳しく描いてみる 

  

普段のイメージで陸上部分の花や葉を中心に描く人が多

い。しかしタンポポの花が咲くのは一年間の中で２週間

ほど。実際は大きな根が地中に張りめぐされている。 

  



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

40 分 

  

  

  

  

  

  

  

  

45 分 

  

  

 
  

 
  

 
  

 

 
  

 
  

  

インプットの情報は視覚からのものがその大部分を占め

る 

脳が処理できる情報量は圧倒的に少ない。 

大部分のものが「無意識の領域」に落ちていく 

  

  

実際に自分でアイデアを出すワークを行う 

  

アイデア出しの評価は発想したアイデアの数（流暢

性）、他の人が気づきづらい独創的なアイデアであるか

（独創性）現実的に使えるアイデアとなるように工夫や

「練り」が加えられているか（現実性）などの項目で見

ていく。 

  

外部評価を受けるために、出てきたアイデアは全て、本

校がメンバーに加わっている「異能 vation ネットワー

ク」のアイデアコンテストに応募する 

  

  

  

「異能 vation」プログラムについて紹介する 

  

  

  

  

  

  

  

アイデアの出し方について、次の時間から具体的に学ぶ 

  

      

  

 


